




速報 
「2 週間検診の評価と支援」勉強会 
 
勉強会は、平成 25 年 7 月 7 日（日）午後 1 時より、昭和大学医学部臨床講堂で開催され

ました。東京は、35 度を超える猛暑日にもかかわらず、約 80 名の方のご参加を頂きました。 
 資料として、勉強会の「開催要旨」「シンポジウムのねらい」「シンポジウムでの学習目

標」、各パネラーの発表要旨及び発表のスライドが掲載された、26 ページの資料が配付され

ました。 
 石井廣重担当常務理事の挨拶の後、宇津野先生と山田先生の司会で講演が進行しました。 
 滝先生は、「2 週間検診と母乳支援」を 2 週間検診の意義と重要性を確認、 

坂上先生は、「退院から 2 週間までの母親へのサポート」について、日本赤十字社医療セ

ンターで実施している 6 項目の退院後のサポートを紹介、 
片山先生は、「子供へのサポート ～小児科からみた 2 週間検診～」を茨城西南医療セン

ターで行っている 2 週間検診、 
小林先生は、「妊娠期支援」「産後の支援」「産後うつ病予防の支援」など品川区で行って

いる「地域でのサポート」について、それぞれ、お話しくださいました。 
各講師の先生方のご講演は、わかりやすくお話し頂き、さらに、スライドの内容が掲載

されている資料が手元にあり、メモしやすく理解を深めることができました。 
10 分の休憩後、桶谷先生と井村先生の司会で、講演の先生方とのディスカッションが行

われました。 
会場からは、2 週間検診を実施しようとする施設からいらした方より、費用についての質

問など、活発に質疑応答が行われました。第 28 回学術集会について川﨑会長より案内があ

り、板橋理事長より終わりの言葉をいただき、定刻より 30 分超過して 16 時に閉会となり

ました。 
有意義な勉強会をありがとうございました。文責：本間 

 
 
 
 


